
　

下
松
工
業
CH 

10
年
卒
、
山
口

県
周
南
市
在
住
の
原
田
篤
志
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
下
松
工
業
を
卒
業
後
、

海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

幼
な
じ
み
の
影
響
で
ボ
ー
ト

レ
ー
サ
ー
と
い
う
職
業
を
知
り
、

一
度
試
験
だ
け
で
も
と
思
い
受

験
し
た
結
果
合
格
を
さ
せ
て
頂

き
、
一
九
九
九
年
に
本
栖
研
修

所
に
入
所
致
し
ま
し
た
。

　

今
現
在
は
本
栖
研
修
所
で
は

な
く
、
福
岡
県
柳
川
市
に
あ
る

「
や
ま
と
学
校
」
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
に
な
る
た

め
の
受
験
資
格
は
十
五
歳
以
上

三
十
歳
未
満
で
、
中
学
校
を
卒

業
し
て
い
る
者
。

身
長　

一
七
五
㎝
以
下

体
重　

男
子　

47
㎏
以
上

　
　
　
　
　
　

57
㎏
以
下

　
　
　

女
子　

42
㎏
以
上

　
　
　
　
　
　

50
㎏
以
下

視
力　
裸
眼
で
両
目
と
も
0.8
以
上

（
コ
ン
タ
ク
ト
、
メ
ガ
ネ
可
）

等
を
ク
リ
ア
し
た
者
が
年
二
回

（
四
月
入
学
と
十
月
入
学
）
の

入
学
試
験
を
受
け
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。
入
学
試
験
に
は
一
次

試
験
（
学
科
）
二
次
試
験
（
体

力
身
体
能
力
検
査
）
三
次
試
験

（
身
体
検
査
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
人
数
は
毎
回
約
一
五
〇
〇

名
位
の
受
験
者
が
お
り
、
一
次

試
験
で
一
七
〇
名
、
二
次
試
験

で
七
十
名
、
三
次
試
験
で
更
に

四
十
名
に
絞
ら
れ
、
倍
率
は
四

十
倍
に
も
な
り
ま
す
。
合
格
し

た
人
た
ち
は
「
や
ま
と
学
校
」

に
入
学
し
、
厳
し
い
一
年
間
の

学
校
生
活
が
始
ま
り
、
そ
の
中

で
更
に
試
験
な
ど
が
行
わ
れ
卒

業
出
来
る
の
が
約
八
割
で
、
合

格
し
た
者
た
ち
が
晴
れ
て
プ
ロ

の
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
は
全

国
に
一
六
〇
〇
名
い
ま
す
。

（
下
松
工
業
卒
の
現
役
選
手
五

名
）
全
国
に
二
十
四
ケ
所
の

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
が
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
一
六
〇
〇

名
の
中
で
四
つ
の
級
別
に
分
か

れ
て
お
り
、
上
の
階
級
か
ら
A1

（
約
三
〇
〇
名
）
A2
（
約
三
〇

〇
名
）
B1
（
約
七
〇
〇
名
）
B2

（
残
り
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
級
別
に
よ
り
競
走
す
る
グ

レ
ー
ド
レ
ー
ス
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

グ
レ
ー
ド
レ
ー
ス
も
SG
（
ス

ペ
シ
ャ
ル
グ
レ
ー
ド
）
G1
（
グ

レ
ー
ド
１
）
G2
（
グ
レ
ー
ド

２
）
G3
（
グ
レ
ー
ド
３
）
一
般

戦
と
あ
り
、
各
グ
レ
ー
ド
に
よ

り
賞
金
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

私
は
現
在
A1
（
勝
率
７
．
５

１
）
と
し
て
競
走
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。
二
〇
一
五
年
の
目

標
は
SG
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
ダ
ー
ビ
ー
に
出
場

す
る
こ
と
で
し
た
。

（
出
場
条
件
１
年
間

の
勝
率
ト
ッ
プ
一
六

〇
〇
／
五
十
二
名
）

　

私
は
年
間
勝
率
７
．

３
９
、
四
十
位
で
出

場
権
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
十
月

二
十
日
か
ら
十
月
二

十
五
日
、
浜
名
湖
で

第
62
回
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
ダ
ー
ビ
ー
に
出
場

致
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は

モ
ー
タ
ー
と
ボ
ー
ト

を
抽
選
し
引
き
当
て
そ
の
モ
ー

タ
ー
、
ボ
ー
ト
を
一
節
間
持
ち

き
り
で
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
モ
ー
タ
ー
は
自
分
で

整
備
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
エ
ー
ス
機
（
モ
ー
タ
ー

の
中
で
一
番
良
い
）
を
引
き
当

て
優
勝
戦
三
位
と
い
う
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
の
暮
れ
に

は
賞
金
王
決
定
戦
グ
ラ
ン
プ
リ

シ
リ
ー
ズ
に
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
も
新
し
い
一

ペ
ー
ジ
を
自
分
の
中
で
作
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
一

日
一
日
を
大
切
に
減
量
や
体
調

管
理
に
気
を
付
け
二
〇
一
六
年

も
戦
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
は
公
営
の

ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
す
が
、
選
手
は

一
走
一
走
命
を
懸
け
て
走
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
な
い
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非

各
地
区
お
近
く
の
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
場
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
生

の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
迫
力
を
観

て
い
た
だ
く
と
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
も
メ
デ
ィ
ア
や

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
結
果
を
求
め
、
日
々
精

進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
応

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

下
松
工
業
会
な
ら
び
に
同
窓

生
の
皆
様
の
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
声
援

に
た
い
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
大
会
出

場
に
際
し
ま
し
て
は
同
窓
会
か

ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

同
窓
生
か
ら
の
暖
か
い
応
援
に
、

顧
問
、
選
手
共
々
下
松
工
業
の

名
に
恥
じ
ぬ
戦
い
を
し
て
い
こ

う
と
、
胸
を
熱
く
さ
せ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
自
分
た
ち
の
今
年

の
活
動
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
三
月

に
愛
知
県
豊
田
市
で
行
わ
れ
た

第
38
回
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
二
回
戦
か
ら
の
出
場
で
、

今
年
和
歌
山
国
体
を
ひ
か
え

チ
ー
ム
強
化
を
進
め
て
き
て
い

る
紀
北
農
芸
高
校
と
対
戦
し
ま

　

ボ
ー
ト
レ
ー
サ
ー
の
魅
力
は

実
力
次
第
で
は
高
収
入
で
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
も
ト
ッ
プ

選
手
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
ま
す
。
女
性
選
手
も
男
女

関
係
な
く
、
レ
ー
ス
に
参
加
し

て
実
力
次
第
で
は
ど
ん
ど
ん
上

の
グ
レ
ー
ド
で
戦
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
選
手
寿
命
も
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
中
で
も
高
く
、

六
十
歳
や
七
十
歳
ま
で
の
方
々

が
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
常
に
事
故

や
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

体
調
管
理
や
体
重
管
理
、
減

量
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ
た

こ
と
は
常
に
怠
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
レ
ー
ス
で
結
果
を
出

さ
な
い
と
賞
金
は
頂
け
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
給
料
と
い
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
常
に

レ
ー
ス
に
参
加
し
勝
た
な
け
れ

ば
賞
金
は
無
い
の
で
す
。
け
が

や
体
調
不
良
で
は
フ
ァ
ン
の
期

待
に
は
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

３
６
５
日
常
に
レ
ー
ス
は
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
役

の
選
手
は
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
減
量
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
努
力
す
る
こ
と
は
プ

ロ
と
し
て
当
た
り
前
の
事
で
、

努
力
を
努
力
と
思
わ
ず
、
何
事

も
あ
き
ら
め
な
い
、
今
や
る
べ

き
こ
と
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

常
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
出
せ
る
よ
う
に
自
分
自
身
と

戦
っ
て
お
り
ま
す
。

日
石
Ｏ
Ｂ
会
支
部

　

総
会　

六
月
二
十
二
日

　

下
松
工
業
会
館

光
支
部

　

総
会　

七
月
五
日

　

ホ
テ
ル
松
原
屋

Ｅ
49
ク
ラ
ス
会

　
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
二
日

　

嬬
恋
の
ペ
ン
シ
ョ
ン

　

四
名

Ｅ
38
ク
ラ
ス
会

　
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
一
日

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山

　

二
十
二
名

Ｍ
33
ク
ラ
ス
会

　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
日

　

笠
戸
ハ
イ
ツ

　

十
二
名

Ｍ
27
ク
ラ
ス
会

　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日

　

き
ら
ぼ
し
館

　

十
名

Ｍ
23
ク
ラ
ス
会

　

平
成
二
十
七
年
十
月
七
日

　

升
吉

　

十
二
名

Ｃ
39
ク
ラ
ス
会

　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日

　

笠
戸
ハ
イ
ツ

　

十
六
名

下
松
市
役
所
支
部

　

総
会　

一
月
二
十
三
日

　

下
松
工
業
会
館

関
西
支
部

　

懇
親
会　

二
月
十
四
日

　

ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

柳
井
支
部

　

総
会　

二
月
二
十
八
日

　

ベ
ル
ゼ

日
立
笠
戸
支
部

　

総
会　

四
月
二
十
四
日

　

下
松
工
業
会
館

ト
ク
ヤ
マ
支
部

　

総
会　

五
月
十
五
日

　

徳
曹
会
館

東
洋
鋼
鈑
支
部

　

総
会　

六
月
五
日

　

東
洋
鋼
鈑
健
保
会
館

下
松
支
部

　

花
見
の
会　

三
月
二
十
九
日

　

総
会　
　
　

六
月
十
九
日

　

月
見
の
会　

九
月
十
八
日

　

下
松
工
業
会
館

熊
毛
支
部

　

総
会　

六
月
二
十
日

　

勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

決
ま
り
次
第
連
絡
す
る

◇
麻
雀
大
会

　
平
成
二
十
八
年
二
月
七
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

　
「
下
松
工
業
会
館
」

　

会
費　

二
〇
〇
〇
円

◇
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
平
成
二
十
八
年
三
月
四
日（
金
）

　
く
だ
ま
つ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

会
費
千
円  

終
了
後  

懇
親
会

◇
平
成
二
十
八
年
度 

定
期
総
会

　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日（
土
）

　

総
会
「
き
ら
ぼ
し
館
」

　

講
演
「
我
が
人
生
と
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
」

　
講
師「
田
中
秀
夫
」先
生（
Ｍ
33
）

◇
ゴ
ル
フ
大
会「
中
須
Ｇ
Ｃ
」

　
平
成
二
十
八
年
十
月
十
二
日（
水
）

　

各
行
事
へ
の
参
加
ご
希
望
の

方
は
、
工
業
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
詳
し
い
ご
案
内

を
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
安
全
保
障
法
案

で
国
会
は
賑
や
か
で
し
た
が
、

野
党
勢
力
が
一
本
化
さ
れ
ず
、

不
完
全
燃
焼
で
終
わ
り
ま
し
た
。

　

政
界
の
迷
走
を
云
々
す
る
心

算
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
国
の

力
を
背
景
に
し
た
横
暴
は
、
近

年
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
情
勢
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
予
想
で
き
ま
せ
ん
が
、

大
国
中
国
が
中
心
に
あ
る
こ
と

だ
け
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
先
行
き
も
渾
沌
と
な

り
そ
う
で
す
が
、
閑
話
休
題
こ

こ
は
工
業
会
、
母
校
の
平
成
三

十
三
年
百
周
年
は
確
実
で
す
。

不
確
実
な
時
代
に
確
実
な
も
の

を
目
指
し
て
準
備
す
る
。

　

皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
よ
。（

広
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
会
）

し
た
。
試
合
開
始
か
ら
猛
攻
を

仕
掛
け
、
35-

19
と
初
戦
を

勝
利
し
ま
し
た
。
三
回
戦
は
強

豪
校
の
茨
城
県
立
藤
代
紫
水
高

校
と
対
戦
し
、
前
半
を
六
点
ビ

ハ
イ
ン
ド
で
折
り
返
す
苦
し
い

試
合
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、

ラ
ス
ト
十
分
で
二
点
差
ま
で
追

い
つ
く
も
自
チ
ー
ム
に
二
分
間

の
退
場
者
を
出
し
、
結
局
20

-

24
と
惜
敗
し
、
ベ
ス
ト
16

と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

八
月
に
大
阪
府
堺
市
で
行
わ

れ
た
、
第
66
回
全
日
本
高
等
学

校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
山
口
県

の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
山
口
県
予
選
会

で
は
、
三
年
生
が
気
迫
の
こ

も
っ
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
、
県

内
大
会
で
一
度
も
勝
っ
た
こ
と

の
な
い
宿
敵
岩
国
工
業
に
勝
利

し
、
四
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
二
回

戦
か
ら
の
出
場
と
な
り
、
東
京

の
明
星
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

前
半
中
盤
ま
で
は
互
角
の
戦
い

を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
手
堅
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

か
ら
の
速
攻
で
点
を
積
み
重
ね

て
い
き
、
34-

23

で
勝
利
し
ま
し
た
。

三
回
戦
は
優
勝
候

補
の
大
分
雄
城
台

高
校
と
の
対
戦
と

な
り
、
試
合
序
盤

か
ら
相
手
の
ペ
ー

ス
に
持
ち
込
ま
れ
、

自
分
た
ち
の
力
を

出
さ
せ
て
も
ら
え

ず
、
27-

18
と
敗

退
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
も
ベ

ス
ト
16
と
い
う
成

績
で
し
た
。

　

十
月
に
行
わ
れ

た
和
歌
山
国
体
に

は
四
名
が
選
出
さ

れ
、
県
の
選
抜

チ
ー
ム
と
し
て
、
個
々
の
持
ち

味
を
発
揮
し
な
が
ら
、
第
三
位

と
い
う
成
績
を
残
す
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
日
本
男
子

代
表
Ｕ-

19
に
電
子
機
械
科

三
年
の
高
光
凌
選
手
が
キ
ー

パ
ー
と
し
て
選
出
さ
れ
、
台
湾

で
行
わ
れ
た
第
３
回
Ｕ-

22

東
ア
ジ
ア
選
手
権
で
は
第
二
位
、

ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た
第
６
回
男

子
ユ
ー
ス
世
界
選
手
権
で
は
第

二
十
位
と
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
。
先
発
で
の
出
場
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
面
を
き
ち
ん

と
つ
く
り
最
後
ま
で
ボ
ー
ル
に

く
ら
い
つ
い
て
い
く
と
い
う
、

高
光
選
手
の
持
ち
味
は
十
分
発

揮
す
る
こ
と
が
出
来
た
大
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
下
松
工
業
会
、

同
窓
生
の
皆
様
が
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
伝
統
と
誇
り
を
胸
に

下
松
工
業
高
校
と
し
て
、
全
国

優
勝
を
目
指
し
、
ま
た
、
実
業

団
や
全
日
本
で
活
躍
で
き
る
選

手
を
輩
出
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
下

松
工
業
会
並
び
に
同
窓
生
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 

編

集

後

記
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第４号

予
告

ゴ
ル
フ
大
会
（
Ｈ
27
・10
・
７
）

優　
勝　

林　
　

重
男
（
Ｅ
41
）

準
優
勝　

三
輪　
孝
行
（
Ｅ
44
）

３　
位　

長
田　
勝
一
（
Ｍ
42
）

４　
位　

仁
科　
昭
行
（
Ｃ
39
）

５　
位　

守
田　
宣
生
（
Ｃ
46
）

６　
位　

村
田　
雄
司
（
Ｍ
35
）

７　
位　

内
山　
能
成
（
Ｅ
48
）

８　
位　

海
田　　

勉
（
Ｃ
32
）

９　
位　

通
山　
和
隆
（
Ｔ
46
）

10　
位　

野
上　　

久
（
Ｃ
41
）

べ
ス
グ
ロ
賞　

内
山　
能
成
（
Ｅ
48
）

◇
近
隣
支
部
交
流
会

　

平
成
二
十
八
年
一
月
〜
三
月

　

場
所
未
定

５
位　
藤
田　
文
明
（
Ｃ
39
）

６
位　
内
山　
和
美
（
Ｅ
49
）

７
位　
光
廣　
大
樹
（
母
校
）

８
位　
岩
崎　
恭
平
（
Ｓ
Ｈ
23
）

９
位　
西
田　　

聰
（
Ｍ
Ｈ
４
）

10
位　
森
永　　

章
（
母
校
）

当
日
賞　

田
村　
栄
治
（
母
校
）

Ｈ
Ｇ
賞　

渡
辺　
孝
之
（
Ｔ
43
）

定
期
総
会
（
Ｈ
27
・
５
・
16
）

  

於　

下
松
「
き
ら
ぼ
し
館
」

  

出
席
者　

一
〇
五
名

  

講
演「
竹
内
公
昭
」氏（
Ｃ
40
）

テ
ー
マ
「
東
日
本
大
震
災
に
関

わ
り
続
け
て
今
思
う
事
」　　

　

被
災
地
に
行
か
れ
、
現
地
で

何
が
必
要
で
、
何
が
大
事
か
復

興
に
向
け
た
思
い
を
講
演
い
た

だ
い
た
。

麻
雀
大
会
（
Ｈ
27
・
２
・
８
）

優
勝　
村
中　

一
雄
（
Ｅ
47
）

２
位　
武
居　

孝
雄
（
Ｃ
40
）

３
位　
相
本　

康
雄
（
Ｍ
38
）

４
位　
内
山　

和
美
（
Ｅ
49
）

５
位　
藤
村　

秀
行
（
Ｃ
44
）

Ｂ
Ｂ　
植
中
新
太
郎
（
Ｃ
39
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
Ｈ
27
・
３
・
３
）

優
勝　
相
本　
康
雄
（
Ｍ
38
）

２
位　
渡
辺　
孝
之
（
Ｔ
43
）

３
位　
中
村　
容
子
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

４
位　
関
谷　
昌
人
（
Ｍ
37
）

旭
日
双
光
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
晃
（
Ｍ
23
）

藍
綬
褒
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
本
　
貞
則
（
Ｃ
35
）

県
選
奨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘
中
　
勝
利
（
Ｍ
38
）

文
化
功
労
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
富
　
育
雄
（
Ｍ
29
）

現
代
の
名
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
　
　
豊
（
Ｍ
52
）

社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
　
　
　
　
　
田
中
　
秀
人
（
Ｍ
33
）

文
化
科
学
大
臣
表
彰  

下
松
市
産
業
技
術
振
興
市
長
特
別
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
智
二
（
Ｅ
59
）

県
知
事
賞
（
機
械
系
保
全
作
業
）
　
　
森
重
　
孝
之
（
Ｓ
Ｈ
16
）

県
知
事
賞
（
技
能
検
定
関
係
功
労
者
）
　
有
吉
　
充
典
（
Ｅ
49
）

第
五
十
三
回 

技
能
五
輪
全
国
大
会 

銀
賞
　
　
西
村
　
　
望
（
Ｓ
Ｈ
26
）

CH10  原  田  篤  志

水上の格闘技

下
松
工
業
会

行
事
・
成
績

平成27年度  母校部活動戦績
山口県春季高校選手権
山口県春季高校選手権
山口県高校総体

柴田・柏原ペア
原田・藤井ペア
個人の部
原田・藤井ペア

第2位
ベスト4

優勝

●ソフトテニス部

山口県高校総体

山口県体育大会
秋季徳山地区大会

団体 3位　個人 3位
団体 優勝
団体 優勝

●剣道部

徳山地区秋季陸上競技大会　5000ｍ競歩
山口県高等学校新人大会

 1位・2位
4×400ｍ 決勝

●陸上競技部

ものづくりコンテスト山口県大会
ものづくりコンテスト中国大会

旋盤競技 １位
化学分析 １位

●ものづくり部

山口県高校総体
全日本バレー高等学校選手権予選

0-2
1-2

●バレーボール部

山口県高等学校ロボット競技大会
●ロボット研究部

出場

全日本吹奏楽コンクール山口県大会
●吹奏楽部

銀賞

個人60㎏級徳山地区春季柔道大会
●柔道部

第3位

県予選

中国バスケットボール選手権大会

山口県高校総体
徳山地区新人大会

●バスケットボール部

準優勝
第3位
優勝

全校高等学校野球選手権大会
防徳地区新人高等学校野球大会

●野球部
山口県 ベスト16

準優勝

山口県高等学校総合体育大会
中国高等学校登山大会県予選
山口県体育大会

男子団体
男子団体
個人縦走

第2位
優勝
第1位

●登山部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

（
ユ
ー
ス
出
場
）

頑
張
っ
て
い
ま
す

中国高等学校弓道選手権大会

中国新人予選

徳山地区新人大会

●弓道部

ベスト16

団体優勝

団体Ａの部 優勝

山口県高等学校総合文化祭

優秀賞

●写真部

山口県高校総体
●サッカー部

１回戦敗退

山口県高校総体
●ハンドボール部

優勝

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

防
府
支
部

　

総
会　

八
月
二
十
一
日

　

中
谷

周
南
支
部

　

総
会　

九
月
十
九
日

　

ザ
・
グ
ラ
マ
シ
ー

福
岡
支
部

　

総
会　

十
一
月
七
日

　

小
倉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

広
島
支
部

　

総
会　

十
一
月
十
三
日

　

ひ
ろ
里

東
海
支
部

　

総
会　

十
一
月
二
十
一
日

　

喜
多
の
湯

東
京
支
部

　

総
会　

十
一
月
二
十
八
日

　

東
海
大
学
友
会
館

岩
国
支
部

　

総
会　

十
二
月
五
日

　

開
花
亭

大
島
支
部

　

総
会　

十
二
月
十
二
日

　

お
侍
茶
屋

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
石
井

　

Ｅ
47　

石
井　

道
明

　

ソ
ニ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
退
社
し

て
苦
節
十
年

　
思
い
出
を
記
録
に
！

　

あ
な
た
の
人
生
に
お
け
る
大

切
な
一
瞬
、
そ
の
ひ
と
時
を
撮

影
・
編
集
し
思
い
出
を
記
録
に

残
す
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
撮
影
や
編

集
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ
ル
ー
レ
イ
の

変
換
・
コ
ピ
ー
等
を
低
価
格
に

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
動
画
を
見
よ
う
！

　

無
料
ア
プ
リ
を
ゲ
ッ
ト
し
て

　

左
の
写
真
に
か
ざ
す
だ
け
。


